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In Japan, there is a deep-rooted culture in 
which modesty is a virtue.

日
に
本
ほん
には、謙

けん
虚
きょ
を美

び
徳
とく
とする文

ぶん
化
か
が根

ね

強
づよ
く残
のこ
っています。

Also, many cra�speople involved in manu-
facturing tend to devote themselves to the 
pursuit of their cra�, not wanting to be the 
center of attention.

また、ものづくりに携
たずさ
わる職

しょく
人
にん
の多
おお
くは

注
ちゅう
目
もく
されることを好

この
まず、技

ぎ
術
じゅつ
の追

つい

求
きゅう
に没
ぼっ
頭
とう
する傾

けい
向
こう
があります。

Furthermore, as Japan's birth rate contin-
ues to decline and the population ages, it is 
not uncommon for traditional techniques 
that have been handed down for decades or 
centuries to decline due to the absence of 
successors to carry on the tradition.

さらに、日
に
本
ほん
は少
しょう
子
し
高
こう
齢
れい
化
か
が進
すす
み続
つづ
け

ているため、何
なん
十
じゅう
年
ねん
何
なん
百
びゃく
年
ねん
と受

う
け

継
つ
がれてきた伝

でん
統
とう
的
てき
技
ぎ
術
じゅつ
が、その担

にな
い

手
て
となる後

こう
継
けい
者
しゃ
の不

ふ
在
ざい
によって衰

すい
退
たい
す

ることも珍
めずら
しくありません。

In recent years, as if in de�ance of this fact, 
a new trend is emerging that seeks to evolve 
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光ひ
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Shining Light on
Craftsmen's
Nameless Skills

tradition by shining a light on the tech-
niques handed down in the world of arti-
sans and the beauty that resides therein.

近
きん
年
ねん
、こうした事

じ
実
じつ
に抗
あらが
うかのように、

職
しょく
人
にん
の世

せ
界
かい
で受

う
け継

つ
がれてきた技

ぎ

術
じゅつ
とそこに宿

やど
る美

び
に光
ひかり
を当

あ
て、伝

でん
統
とう
を

進
しん
化
か
させようとする新

あたら
しい潮

ちょう
流
りゅう
が生

う
ま

れつつあります。

In this issue of Japan Artist, we introduce 
MITSUBORI Junichi, who has created 
his own concept of "Kado" in the world of 
Japanese confectionery, redefining crafts-
manship as an art and culture.

今
こん
回
かい
のジャパン アーティストでは、和

わ

菓
が
子
し
の世

せ
界
かい
で独
どく
自
じ
に「菓

か
道
どう
」という概

がい

念
ねん
を生

う
み出

だ
し、職

しょく
人
にん
技
わざ
を芸
げい
術
じゅつ
文
ぶん
化
か
と

して再
さい
定
てい
義
ぎ
する三

みつ
堀
ぼり
純
じゅん
一
いち
さんを紹

しょう
介
かい

します。
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外国 の 文化 を 取り入れ 進化し続ける 日本語
Japanese Language Continues to Evolve, Incorporating Foreign Cultures

Nihongo Spirit 日
に
本
ほん
語
ご
道
どう

1. C onvenience stores were i ntroduced to Japa n 
from the U.S. around 1970.

6. However, because of the complexity of kanji , Japanese 
created hiragana and katakana by using a part of the kanji  
character.

 がい  こく                 ぶん   か                      と                 い                 しん    か              つづ                           に    ほん    ご 

4. Whenever a new cultural concept is introduced from 
overseas, the Japanese take the original language and use 
it as it is, evolving it into the Japanese language.

5. The same was true in ancient times, as for the reading 
parts of kanji  characters introduced from China were used 
as Japanese characters.

2 .  Since t here were no stores in Japa n w it h t his 
concept, the name “convenience store” was adopt-
ed as-is into the Japanese language.

しかし                                       長
なが
い                                       ので、

略
りゃく

称
しょう

 の            「コ
こ ん び に
ンビニ」 が            広

ひろ
がり ました。 

「テ
て れ び じ ょ ん
レビジョン」 が                               「テ

て れ び
レビ」 と して 

広
ひろ
がった パ

ぱ た ー ん
ターン                        と                        同

おな
じ です。

日
に
本
ほん

              には             この よう な             概
がい
念
ねん

          の

店
みせ

 が              なかった            ので、                          日
に
本
ほん
語
ご

でも              その まま         「コ
こ ん び に え ん す
ンビニエンスス

す と あ
トア」 の

名
めい
称
しょう

 で                                                        取
と
り入
い
れ ました。

3. However, because of its word length, the abbrevia-
tion “konbini” became widespread. The same goes for 
the widespread use of the word “terebi” derived from 
the word “television.”

しかし、              漢
かん
字
じ

               は               複
ふく
雑
ざつ

 な               ため、 

その 一
いち
部
ぶ

 を 使
つか
って、                   ひらがな、       カ

か た か な
タカナ を

作
つく
り出
だ
し ました。

古
こ
代
だい

 も                        同
おな
じ で、                       中

ちゅう
国
ごく

               から

導
どう
入
にゅう

 された           漢
かん
字
じ

           の           読
よ
み の            部

ぶ
分
ぶん

 を 

日
に
本
ほん
語
ご

 の                 文
も
字
じ

                 と して                 使
つか
い ました。

日
に
本
ほん
人
じん

 は                     海
かい
外
がい

                     から                    新
あたら
しい

概
がい
念
ねん

 の                           文
ぶん
化
か

 が                           入
はい
って くる と、

原
げん
語
ご

 を                                  その まま                                取
と
りいれ、

日
に
本
ほん
語
ご

                           と して         進
しん
化
か

 させて         使
つか
い ます。

               1
せんきゅうひゃくななじゅう

970                年
ねん

                                                 前
ぜん
後
ご

 に 

コ
こ ん び に え ん す
ンビニエンスス

す と あ
トア が                ア

あ め り か
メリカ                から 

日
に
本
ほん

                           に                           導
どう
入
にゅう

 され ました。

however                                          its word length                              because of

the abbreviation                            konbini                           became widespread

(derived from the word) television                                     (the word) terebi

  the widespread use of                                 for                            the same goes

Japan                      in                                this                           concept          with

stores                  there were no               since               the Japanese language

 into                             as-is                                      convenience store

    the name                                                                                was adopted

 however                         kanji                     of                 the complexity        because of

by using a part of the kanji character                   hiragana                  (and) katakana

    (Japanese) created

               nineteen seventy [year]                                                            around

                  convenience stores                                       the U.S.                  from

Japan                                   to                                            were introduced

in ancient times              the same was true                             China                       from

        introduced              kanji characters      of                reading         as for the parts

    Japanese                     characters                       as                                were used

  the Japanese                          overseas                          from                              new

  a concept                                     cultural                            whenever [it] is introduced

the original language                             as it is                                                take and

the Japanese language                into                      evolving it                        use it

shikashi,               kannji             ha           fukuzatsu na           tame,

 sono ichibu wo tsukatte,                     hiragana,           katakana wo

tsukuridashi mashita.

nihonn           niha              kono you na           gainenn        no 

mise ga            nakatta              node,                        nihonngo 

demo            sono mama              “konnbiniennsu’sutoa” no

meishou de                                                    toriire mashita.

shikashi                                 nagai                                  node,

ryakushou no               “konnbini” ga              hirogari mashita.

       “terebijonn” ga                                        “terebi” to shite

  hirogatta pata-nn                          to                      onaji desu.

nihonnjinn ha                 kaigai                    kara                  atarashii

gainenn no                     bunnka ga                         haitte kuru to,

genngo wo                          sono mama                               toriire,

nihonngo                       to shite        shinnka sasete      tsukai masu.

kodai mo                      onaji de,                     chuugoku             kara

dounyuu sareta            kannji         no          yomi no       bubunn wo

nihonngo no              moji                 to shite              tsukai mashita.

senn kyuuhyaku nanajuu nenn                                 zenngo ni 

   konnbiniennsu’sutoa ga                    amerika                 kara 

nihonn                       ni                         dounyuu sare mashita.
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外国 の 文化 を 取り入れ 進化し続ける 日本語
Japanese Language Continues to Evolve, Incorporating Foreign Cultures

8. In other words, it is a Japaneseization of a foreign 
language. There are 45 sounds in Japanese, all of which 
can be pronounced with their variants, in addition to 
the long sound and double consonants that are unique 
to the Japanese language.

10 .  For  e x a mple ,  “demo c r a c y”  gave  r i s e  to  t he 
word “minshu” meaning people-oriented. Such id-
ioms were reimported by China and are still in use 
today. The Japanese language is always evolving.

7. Additionally, Japanese characters replicated sounds 
similar to the original sounds of foreign words such as 
Chinese and English. That is to say, these foreign words 
were modified for a Japanese pronunciation.

例
たと
えば、                                                 「デ

で も く ら し ー
モクラシー」 は、 

国
こく
民
みん

 が 主
しゅ
体
たい

                 と いう 意
い
味
み

 の                 「民
みん
主
しゅ
」 

と いう 言
こと
葉
ば

                      を                       生
う
み出
だ
し ました。 

この ような               熟
じゅく
語
ご

 は、              中
ちゅう

国
ごく

               に 

逆
ぎゃく
輸
ゆ
入
にゅう

 されて                            現
げん
在
ざい

                             も 

使
つか
われて い ます。                                                    日

に
本
ほん
語
ご

 は

いつ の 時
じ
代
だい

 も                    進
しん
化
か

 し 続
つづ
けて いる の です。

9. In the Meiji period (19-20th century), when many 
concepts that did not exist in Japanese, were in-
troduced from the West, the Japanese created new 
kanji  corresponding to these concepts.

31

日
に
本
ほん
語
ご

                     に                      ない                      概
がい
念
ねん

 が

欧
おう
米
べい

                から               たくさん               入
はい
って きた 

明
めい
治
じ
時
じ
代
だい

         （        1
じゅうきゅう

9                ～
から

                      2
にじゅっ

0世
せい
紀
き
） 

には、                 それぞれ                  に                  該
がい
当
とう

 する 

新
あたら
しい                  漢

かん
字
じ

               を                作
つく
り ました。

さら に、       中
ちゅう

国
ごく
語
ご

       や       英
えい
語
ご

         など        海
かい
外
がい

 の 

言
こと
葉
ば

 には        その          原
げん
音
おん

          と        近
ちか
い      音

おと
 を 持

も
つ 

日
に
本
ほん
語
ご
文
も
字
じ

 が                   当
あ
て られ ました。                  つまり、 

外
がい
国
こく
語
ご

 を               日
に
本
ほん
語
ご

 の                    発
はつ
音
おん

                       で 

置
お
き換
か
えた の です。

言
い
い換
か
えれば、                 これ は                  外

がい
国
こく
語
ご

                   の 

日
に
本
ほん
語
ご
化
か

              です。              日
に
本
ほん
語
ご

              の              音
おと

 は

       4
よんじゅうご

5                             あり、                    これ と、               その

変
へん
化
か
形
けい

                に 加
くわ
えて                                    日

に
本
ほん
語
ご
独
どく
自
じ

 の

長
ちょう

音
おん

                と                 促
そく
音
おん

                 で、         すべて を

発
はつ
音
おん

 でき ます。

English+
Japanese

English

additionally                 Chinese            and        English          such as              foreign

 words                          of        the original sounds     to         similar               sounds

Japanese characters                                replicated                                    that is to say

these foreign words               Japanese                        a pronunciation                      for 

       were modified

Japanese Japanese
Text

   in other words                                      it                        a foreign language                of

a Japaneseization             is                             Japanese                 in                    sounds

  forty-five                             there are                                   which                            their

(with) variants             in addition to           that are unique to the Japanese language

the long sound          and            double consonants           with                         all (of)

  can be pronounced

for example                                                                            democracy

   people-oriented                                   meaning                                     minshu

        the word                                   to                                        gave rise

          such                                   idioms                                China                      by

   were reimported and                                         today                                    still

           are in use                                                                 the Japanese language

            always                                                             is evolving

 Japanese                           in                  that did not exist                  concepts

the West                   from                          many                         were introduced 

the Meiji period when         ninetieth           [from]        [to] twentieth century

    in                           these (concepts)                 to                  corresponding to

     new                             kanji                       in                 (the Japanese) created

 sara ni,          chuugokugo     ya       eigo           nado        kaigai no 

kotoba niha       sono         gennonn        to      chikai   oto wo motsu 

nihonngo’moji ga                  ate rare mashita.                      tsumari, 

gaikokugo wo          nihonngo no                 hatsuonn                   de      

okikaeta no desu.

     iikaereba,                       kore ha                gaikokugo               no

nihonngo’ka           desu.               nihonngo           no             oto ha

yonnjuu go                      ari,                          kore to,                 sono

hennka’kei           ni kuwaete                               nihonngo’dokuji no

chouonn              to              sokuonn               de,             subete wo 

hatsuonn deki masu.

tatoeba,                                                    “demokurashi-” ha, 

kokuminn ga shutai                to iu imi no                 “minnshu” 

  to iu kotoba                      wo                    umidashi mashita. 

 kono youna                jukugo ha,               chuugoku            ni 

gyaku’yunyuu sarete                        gennzai                       mo 

tsukawarete i masu.                                              nihonngo ha

  itsu no jidai mo                  shinnka shi tsudukete iru no desu.

nihonngo                  ni                     nai                   gainenn ga 

 oubei               kara               takusann                  haitte kita 

  meiji’jidai                (juu kyuu          ~                       nijusseiki) 

niha,                    sorezore                  ni                 gaitou suru 

atarashii               kannji               wo            tsukuri mashita.

https://hiraganatimes.com/j-text/2208/030-031.pdf
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/030-031.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/e-030-031.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/j-030-031.mp3
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Continue to September issue.

9月
がつ
号
ごう
へ続

つづ
く。

そして、                  6
ろっぴゃく

00    年
ねん

                に               隋
ずい

              へ

使
し
節
せつ
団
だん

 を                            送
おく
り ました。                       しかし、 

日
に
本
ほん

 を                 未
み
熟
じゅく

 な 国
くに

 と みなした                     隋
ずい

 は

使
し
節
せつ
団
だん

 を                       無
む
視
し

 し ました。                     太
たい
子
し

 は

それ に 奮
ふん
起
き

 して、        制
せい
度
ど
改
かい
革
かく

 に            乗
の
り出
だ
し ます。

さら に、   仏
ぶっ
教
きょう

 を      教
おし
える          法

ほう
隆
りゅう
寺
じ

          を

建
けん
設
せつ

 する                    など、                         近
きん
代
だい
化
か

 を

進
すす
め ました。

また、              日
に
本
ほん

 で               初
はじ
めて の              憲

けん
法
ぽう

「十
じゅう

七
なな
条
じょう

 の 憲
けん
法
ぽう
」       も             制

せい
定
てい

 し ました。

   1
じゅうに

2  の                       階
かい
級
きゅう

 を                      色
いろ
分
わ
け し、

冠
かんむり

 の 色
いろ

              で          官
かん
僚
りょう

 の         権
けん
限
げん

      と

責
せき
任
にん

 を         一
ひと
目
め

 で わかる よう に した の です。

これ は          氏
うじ

          や          性
せい

 に          とらわれる こと なく

能
のう
力
りょく

 ある 人
じん
材
ざい

 を        採
さい
用
よう

 する           画
かっ
期
き
的
てき

 な 制
せい
度
ど

です。                       

太
たい
子
し

 は、    まず          朝
ちょう

鮮
せん
半
はん
島
とう

        の                   制
せい
度
ど

 を

参
さん
考
こう

 に       「冠
かん
位
い

 十
じゅう
二
に

 階
かい
」 を                     定

さだ
め ました。

6. Therefore, he sent a delegation to Sui in the year 600, but 
they ignored the Japanese delegation because they did not 
consider Japan as a mature country. Rousing himself to ac-
tion, the Prince started the reforming of institutions.

11. Furthermore, he carried out several modernizing 
reforms including the construction of Horyuji Tem-
ple to teach Buddhism.

10. He also set up the “17 Article Constitution,” the 
first Japanese constitution. 

9. He divided his bureaucrats into twelve classes by 
color so that people could distinguish clearly their 
authority and responsibility by their hats. 

8. This was an epoch-making system that enabled anyone 
to be adopted regardless of clan or sex. 

7. At first, Shoutoku set “Twelve-level positions” for the 
government officials in reference to the position system on 
the Korean Peninsula. 

Note:  In ancient time, the kanji  性 (姓 ) also means, position. 

古
こ
代
だい
、「性

せい
（姓）」は地

ち
位
い
を表
あらわ
す言
こと
葉
ば
でもありました。

 therefore             the year six hundred [years]       in                    Sui                    to

  a delegation                                               he sent                                              but                  

    Japan              (because) they did not consider as a mature country          they <Sui>

the Japanese delegation                          ignored                                            the Prince

rousing himself to action         the reforming of institutions                  started

Shoutoku            at first          the Korean Peninsula        on        the (position) system

in reference to            Twelve-level positions            set (for the government officials)

     this                  clan             or                sex                                 regardless of

               enabled anyone                 (that) to be adopted         an epoch-making system       

   was     

     twelve                              (into) classes                he divided by color so that   

[the colors of] their hats       by             his bureaucrats      their authority   and    

 responsibility                      (people) could distinguish clearly

  [and]                        Japanese                         the first                    constitution

the Seventeen Article Constitution      also                          he set up

furthermore         Buddhism            to teach             Horyuji Temple               of

the construction                       including           several modernizing reforms 

    he carried out

soshite,                roppyaku nenn           ni               zui              he

shisetsu’dann wo                  okuri mashita.                     shikashi,

nihonn wo               mijuku na kuni to minashita                       zui ha

shisetsu’dann wo                mushi shi mashita.                    taishi ha

sore ni funnki shite,             seido’kaikaku ni            noridashi masu.

taishi ha,       mazu      chousenn hanntou     no                  seido wo

sannkou ni         “kanni juu ni kai” wo                      sadame mashita.

kore ha           uji          ya          sei ni             torawareru koto naku

nouryoku aru jinnzai wo         saiyou suru            kakki’teki na seido

 desu.          

sara ni,         bukkyou wo     oshieru           houryuuji          wo

kennsetsu suru               nado,                         kinndai’ka wo 

 susume mashita.

mata,                nihonn de             hajimete no            kennpou

“juu nana jou no kennpou”       mo            seitei shi mashita.

 juu ni no                     kaikyuu wo                        irowake shi, 

kannmuri no iro           de          kannryou no     kenngenn    to 

sekininn wo            hitome de wakaru you ni shita no desu.

https://hiraganatimes.com/j-text/2208/032-033.pdf
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/032-33.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/e-032-033.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2022/08/j-032-033.mp3
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A Way of Life 
as a Special Effects 
Art Director

特
と く

撮
さ つ

美
び

術
じゅつ

監
か ん

督
と く

という生
い

き様
ざ ま

時と
き の
人ひ
と

Person of the H
our

Plan of Latitude Zero, from LATITUDE ZERO,1969

緯
い

度
ど

0
ゼロ

基
き

地
ち

 設
せっ

定
てい

俯
ふ

瞰
かん

図
ず

、「緯
い

度
ど

0
ゼロ

大
だい

作
さく

戦
せん

」(1969) より 

© TOHO CO., LTD. 

Concept art for SON OF GODZILLA,1967

海
かい

岸
がん

のゴジラ イメージボード、

「怪
かい

獣
じゅう

島
とう

の決
けっ

戦
せん

 ゴジラの息
むす

子
こ

」(1967) より 

© TOHO CO., LTD. 
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Tokusatsu (special effects) is a general term for trick pho-

tography that creates images that would be impossible in 

reality. In the days when computer graphics had not yet 

become widespread, Japan produced a series of extraor-

dinary works using special effects, and many people were 

fascinated by the power of these works.

特
とく
撮
さつ
（特
とく
殊
しゅ
撮
さつ
影
えい
）は、現

げん
実
じつ
ではあり得

え
ない映

えい
像
ぞう
を作
つく

り出
だ
すト

trick
リック撮

さつ
影
えい
の総
そう
称
しょう
です。まだ CGが普

ふ
及
きゅう
して

いなかった時
じ
代
だい
、日

に
本
ほん
では特

とく
撮
さつ
を用
もち
いた非

ひ
日
にち
常
じょう
的
てき
な

作
さく
品
ひん
が次
つぎつ々ぎ

と製
せい
作
さく
され、その迫

はく
力
りょく
に多
おお
くの人

ひと
が夢

む
中
ちゅう
に

なりました。

In particular, visual genres featuring monsters, trans-

formed heroes, and robots are still very popular today, 

and genres that make extensive use of these special effects 

techniques are also called “tokusatsu.”

特
とく
に怪
かい
獣
じゅう
や変
へん
身
しん
ヒ

hero
ーロー、ロ

robot
ボットを主

しゅ
題
だい
とする映

えい
像
ぞう

ジ
genre
ャンルは現

げん
在
ざい
も人
にん
気
き
が高
たか
く、これらの特

とく
撮
さつ
技
ぎ
術
じゅつ
を多

た

用
よう
したジャンルも「特

とく
撮
さつ
」と呼

よ
ばれます。

In recent years, there has been a movement to protect spe-

cial effects as a uniquely Japanese visual culture, attention 

has been drawn not only to the works, but also to the 

wisdom and passion of the creators who poured their 

imaginations into the visualization of their creations.

近
きん
年
ねん
は、特

とく
撮
さつ
を日

に
本
ほん
独
どく
特
とく
の映
えい
像
ぞう
文
ぶん
化
か
として保

ほ
護
ご
す

る動
うご
きもあり、作

さく
品
ひん
だけでなく、空

くう
想
そう
を映
えい
像
ぞう
化
か
する

ために注
そそ
がれた作

つく
り手

て
の知

ち
恵
え
や情
じょう
熱
ねつ
にも注

ちゅう
目
もく
が集
あつ

まっています。

One of the most indispensable figures in the history 

of Japanese special effects is INOUE Yasuyuki, special 

effects art director. He is a legendary creator who has 

been active since the days when the title “special effects 

art director” did not even exist.

日
に
本
ほん
の特
とく
撮
さつ
を語

かた
る上

うえ
で欠

か
かせない人

じん
物
ぶつ
の一
ひと
人
り
が、

特
とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
監
かん
督
とく
の井
いの
上
うえ
泰
やす
幸
ゆき
。彼

かれ
はまだ「特

とく
撮
さつ
美
び
術

じゅつ

監
かん
督
とく
」という役

やく
職
しょく
もない時

じ
代
だい
から活

かつ
躍
やく
した伝

でん
説
せつ
的
てき
な

作
つく
り手

て
です。

Inoue was born on November 26, 1922, in Fukuoka, Ja-

pan, into a family of doctors that had been in the family 

for generations. At that time, he was a rambunctious 

child who had nothing to do with studying.

Yasuyuki Inoue, at Alpha Co.,Ltd., 1994 photo: Junji Saito

井
いの

上
うえ

泰
やす

幸
ゆき

　アルファ企
き

画
かく

にて、1994 年
ねん

　撮
さつ

影
えい

：斎
さい

藤
とう

純
じゅん

二
じ 井

上
井
上
泰
幸
泰
幸
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井
いの
上
うえ
は 1922年

ねん
11月

がつ
26日

にち
に、福

ふく
岡
おか
で代
だいだ々い

続
つづ
く医

い
師
し
の家
いえ
に生

う
まれま

した。当
とう
時
じ
は勉
べん
強
きょう
とは無

む
縁
えん
のわんぱくな子

こ
どもだったそうです。

After graduating from junior high school, he went to work for a local 

company. In September 1943, he was drafted into an ordnance factory, 

where he worked on barrel calculations and drawings. The following 

year, however, while on a transport ship, Inoue was hit by machine gun-

fire from an American fighter plane and lost his leg below the left knee.

中
ちゅう
学
がく
卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
は地

じ
元
もと
企
き
業
ぎょう
に就
しゅう
職
しょく
。1943年

ねん
9月
がつ
に兵
へい
器
き
製
せい
作
さく
所
しょ
に徴
ちょう
用
よう

され、砲
ほう
身
しん
の計
けい
算
さん
や製
せい
図
ず
に携
たずさ
わりました。しかし翌

よく
年
とし
、輸

ゆ
送
そう
船
せん
に乗

の

っていた井
いの
上
うえ
は、米

べい
軍
ぐん
戦
せん
闘
とう
機
き
の機

き
銃
じゅう
掃
そう
射
しゃ
で、左

ひだり
ひざ下

した
を失
うしな
います。

After the war, Inoue went to Tokyo after learning German-related furni-

ture-making techniques at a vocational training school for wounded sol-

diers in Kokura (Kitakyushu City, Fukuoka 

Prefecture). While working in a woodwork-

ing shop, he attended night high school, and 

at the age of 28, he enrolled in the Fine Arts 

Department of Nihon University College of 

Art.

戦
せん
後
ご
、井
いの
上
うえ
は小

こ
倉
くら
（福
ふく
岡
おか
県
けん
北
きた
九
きゅう
州
しゅう
市
し
）

にある傷
しょう
病
びょう
兵
へい
向
む
けの職

しょく
業
ぎょう
訓
くん
練
れん
所
しょ
でド

イツゆかりの家
か
具
ぐ
作
づく
りの技

ぎ
術
じゅつ
を学
まな
び、上

じょう

京
きょう
。木

もっ
工
こう
所
しょ
に勤

きん
務
む
しながら夜

や
間
かん
高
こう
校
こう
に

通
かよ
い、28歳

さい
の時
とき
に日

に
本
ほん
大
だい
学
がく
藝
げい
術
じゅつ
学
がく
部
ぶ
美
び

術
じゅつ
科
か
に入
にゅう
学
がく
します。

It was there that Inoue met YAMAWAKI 

Iwao, an architect/photographer who would 

become his mentor. Inoue says that Yam-

awaki, who studied at the German Bauhaus 

(an art school meaning “house of architec-

ture” in German), told him to “make some-

thing that no one has ever made before” a 

phrase that he treasured for the rest of his 

life.

井
いの
上
うえ
はそこで、恩

おん
師
し
となる建

けん
築
ちく
家
か
であり

写
しゃ
真
しん
家
か
の山
やま
脇
わき
巌
いわお
と出

で
会
あ
います。ド

Germany
イツの

バ
bauhaus
ウハウス（ドイツ語

ご
で建
けん
築
ちく
の家
いえ
を意

い
味
み
す

る芸
げい
術
じゅつ
学
がっ
校
こう
）で学

まな
んだ山

やま
脇
わき
の、「誰

だれ
も作
つく

ったことのないものを作
つく
れ」という言

こと
葉
ば
を、

井
いの
上
うえ
は生
しょう
涯
がい
大
たい
切
せつ
にしていたといいます。

Part of the concept design (Inoue-style) 

from SON OF GODZILLA,1967

セット設
せっ

計
けい

( 部
ぶ

分
ぶん

)、

「怪
かい

獣
じゅう

島
とう

の決
けっ

戦
せん

 ゴジラの息
むす

子
こ

」(1967) より 

© TOHO CO., LTD. 

Concept art of submarine Alpha for LATITUDE ZERO,1969

万
ばん

能
のう

潜
せん

水
すい

艦
かん

アルファ号
ごう

 デザイン画
が

、「緯
い

度
ど

0
ゼロ

大
だい

作
さく

戦
せん

」(1969) より 

© TOHO CO., LTD. 
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In 1953, Inoue was approached by the head 

of the art department at Shintoho studio 

and began working part-time as an art staff 

member. He gradually became fascinated 

with the special effects tricks and set pro-

duction, and after graduating from college, 

he went straight to work at the studios.

1953年
ねん
、新
しん
東
とう
宝
ほう
撮
さつ
影
えい
所
じょ
の美

び
術
じゅつ
課
か
長
ちょう
から

声
こえ
がかかり、井

いの
上
うえ
は美

び
術
じゅつ
ス

staff
タッフのアル

バイトを始
はじ
めました。彼

かれ
は次

し
第
だい
に特
とく
撮
さつ
の

仕
し
掛
か
けやセ

set
ット制

せい
作
さく
に夢

む
中
ちゅう
となり、大

だい
学
がく

卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
はそのまま撮

さつ
影
えい
所
しょ
に就
しゅう
職
しょく
します。

At the time, Inoue was working while hiding 

his artificial leg for fear of losing his job. 

However, starting with the special effects 

art for “Godzilla” in 1954, Inoue created a 

succession of miniature sets that were so 

intricately detailed that you can’t help but 

admire them. He came to be trusted by the 

production staff, including director TSUB-

URAYA Eiji, who is also known as the god of 

special effects.

当
とう
時
じ
、井

いの
上
うえ
は失

しっ
職
しょく
を恐

おそ
れて義

ぎ
足
そく
を隠

かく

しながら仕
し
事
ごと
をしていました。しかし、

1954年
ねん
に携
たずさ
わった「ゴジラ」の特

とく
撮
さつ
美
び
術

じゅつ

を皮
かわ
切
き
りに、見

み
惚
ほ
れるほど作

つく
り込

こ
まれた

ミ
miniature
ニチュアセットを次

つぎつ々ぎ
制
せい
作
さく
。特
とく
撮
さつ
の神
かみ

Concept art of 

Hedorah for GODZILLA VS. HEDORAH, 1971

ヘドラ デザイン画
が

、「ゴジラ対
たい

ヘドラ」(1971) より 

© TOHO CO., LTD. 

様
さま
とも呼

よ
ばれる円

つぶら
谷
や
英
えい
二
じ
監
かん
督
とく
をはじめ、制

せい
作
さく
スタッフから厚

あつ
い信
しん

頼
らい
を得

え
るようになります。

In particular, the miniature of the Iwataya Department Store (Fukuo-

ka City, Fukuoka Prefecture) in the 1956 film “RODAN” was acclaimed 

worldwide for its perfection.

特
とく
に 1956 年

ねん
に公

こう
開
かい
された「空

そら
の大

だい
怪
かい
獣
じゅう

 ラドン」の岩
いわ
田
た
屋
や

デ
department store
パート（福

ふく
岡
おか
県
けん
福
ふく
岡
おか
市
し
）のミニチュアは、その完

かん
成
せい
度
ど
の高
たか
さを

世
せ
界
かい
から絶

ぜっ
賛
さん
されたといいます。

In 1966, Inoue became Toho’s special effects art director. “Miniature 

sets are an important element of the finished screen.” From this be-

lief, he drew numerous design drawings and established a unique 

Godzilla vs. Kumonga, concept art, from SON OF GODZILLA, 1967

ゴジラ対
たい

クモンガ イメージボード、「怪
かい

獣
じゅう

島
とう

の決
けっ

戦
せん

 ゴジラの息
むす

子
こ

」(1967) より 

© TOHO CO., LTD. 

Sketch drawing of Fukuoka city for RODAN,1956

福
ふく

岡
おか

・岩
いわ

田
た

屋
や

周
しゅう

辺
へん

ロケハンスケッチ、

「空
そら

の大
だい

怪
かい

獣
じゅう

ラドン」(1956) より 

© TOHO CO., LTD. 
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method of model ing ma nagement , 

drawing design, and miniature produc-

tion with a bird’s eye view of the entire 

process.

1966年
ねん
、井
いの
上
うえ
は東
とう
宝
ほう
の特
とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
監
かん

督
とく
に就
しゅう
任
にん
します。「ミニチュアセットが

完
かん
成
せい
画
が
面
めん
の重
じゅう
要
よう
な要
よう
素
そ
になる」。この

信
しん
念
ねん
から多

た
数
すう
のデ

design
ザイン画

が
を描

えが
き、

全
ぜん
体
たい
を俯

ふ
瞰
かん
しながら造

ぞう
形
けい
管
かん
理
り
や図

ず
面
めん

設
せっ
計
けい
、ミニチュア制

せい
作
さく
を行
おこな
う独
どく
自
じ
の手
しゅ

法
ほう
を確
かく
立
りつ
していきます。

Inoue’s effort in the preparation was tre-

mendous. He even drew a preliminary 

draft of composition that should have 

been drawn by the director or producer 

for his own reference.

下
した
準
じゅん
備
び
にかける井

いの
上
うえ
の労
ろう
力
りょく
はすさま

じいものでした。本
ほん
来
らい
は監
かん
督
とく
や演
えん
出

しゅつ

家
か
が描

か
く構
こう
図
ず
の下
した
絵
え
まで、参

さん
考
こう
のた

めに自
じ
分
ぶん
で描

か
いていたといいます。

Moreover, surprisingly, the composition 

of the film was almost identical to the 

cut that the director shot.

しかも驚
おどろ
くべきことに、その構

こう
図
ず
は監
かん

督
とく
の撮
さつ
影
えい
したカットとほとんど一

いっ
致
ち
し

ていたそうです。

One critic said that Inoue’s calculated 

set must have had answers to compo-

sition that only a professional could 

understand.

ある 評
ひょう
論
ろん
家
か
は、 井

いの
上
うえ
が 計

けい
算
さん
し

尽
つ
くして作

つく
るセットの中

なか
には、

プ
professional

ロフェッショナルにしか理
り
解
かい
できな

い構
こう
図
ず
の答
こた
えがあったのだろうと語

かた
っ

ています。

Inoue’s skills, including budget man-

agement and staffing, were outstand-

ing. It is no exaggeration to say that 

the painstaking work of Inoue and the 

team he fostered supported the golden 

age of special effects art.

予
よ
算
さん
管
かん
理
り
やスタッフ配

はい
置
ち
なども含

ふく

め、井
いの
上
うえ
の手
しゅ
腕
わん
は群
ぐん
を抜

ぬ
いていまし

た。彼
かれ
と彼
かれ
の育
そだ
てたチ

team
ームの丹

たん
念
ねん
な

仕
し
事
ごと
が、特

とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
の黄
おう
金
ごん
期
き
を支
ささ
えた

と言
い
っても過

か
言
ごん
ではありません。

Concept art of the UNSC Moon Base 

DESTROY ALL MONSTERS, 1968

月
げつ

面
めん

基
き

地
ち

 イメージボード、「怪
かい

獣
じゅう

総
そう

進
しん

撃
げき

」(1968) より 

© TOHO CO., LTD. 

Miniature set of Fukuoka city for RODAN,1956

福
ふく

岡
おか

・岩
いわ

田
た

屋
や

周
しゅう

辺
へん

ミニチュアセットの

メイキング写
しゃ

真
しん

、「空
そら

の大
だい

怪
かい

獣
じゅう

ラドン」 (1956) より

© TOHO CO., LTD. 
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In 1971, the year after Tsuburaya’s death, In-

oue left Toho after “Godzilla vs. Hedorah.” 

He then established Alpha Kikaku, a com-

pany involved in the production of minia-

tures for visual images. He expanded the 

realm of special effects art to include theme 

parks, commercials, and TV programs, and 

furthermore, he helped Toho train human 

resources.

円
つぶら
谷
や
監
かん
督
とく
が亡

な
くなった翌

よく
年
とし
の 1971年

ねん
、

「ゴジラ対
たい
ヘドラ」を最

さい
後
ご
に井
いの
上
うえ
は東
とう
宝
ほう

を退
たい
社
しゃ
します。その後

ご
、映
えい
像
ぞう
用
よう
のミニチュ

ア制
せい
作
さく
を手

て
掛
が
けるアルファ企

き
画
かく
を設
せつ
立
りつ
。

特
とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
の領
りょう
域
いき
をテ

theme
ーマパ

park
ークや CM、

テ
TV
レビ番

ばん
組
ぐみ
などにも広

ひろ
げ、さらに、東

とう
宝
ほう

の人
じん
材
ざい
育
いく
成
せい
にも協

きょう
力
りょく
していきます。

The miniature work for “Sinking of Japan” 

released in 1973, was the culmination of his 

career at a high level. Since then, Inoue has 

continued to support the company’s special 

effects art.

1973年
ねん
に公
こう
開
かい
された「日

に
本
ほん
沈
ちん
没
ぼつ
」のミニ

チュアワークは、キ
career
ャリアの集

しゅう
大
たい
成
せい
とな

るようなハ
high
イレ

level
ベルなものでした。それ以

い

降
こう
も、井

いの
上
うえ
は同
どう
社
しゃ
の特
とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
を支

ささ
え続
つづ

けます。

Inoue passed away in 2012 at the age of 89, 

but there are many people who are still 

working hard to hold exhibitions and pre-

serve materials in his footsteps, “For Mr. 

Inoue, I would (do anything).”

井
いの
上
うえ
は 2012年

ねん
に 89歳

さい
で亡

な
くなりました

が、現
げん
在
ざい
でも「井

いの
上
うえ
さんのためなら」と、

彼
かれ
の軌

き
跡
せき
を伝
つた
える展

てん
覧
らん
会
かい
の開
かい
催
さい
や資

し
料

りょう

の保
ほ
存
ぞん
に奔
ほん
走
そう
する人

ひとび々と
は大
おお
勢
ぜい
います。

Inoue’s works range from miniatures, bat-

tleships, super weapons to monsters. 

His achievements in creating these 

works, based on a vast amount of mate-

rials and research, have attracted many 

creators, even in today’s age of comput-

er graphics.

ミニチュア、戦
せん
艦
かん
、超
ちょう
兵
へい
器
き
、怪
かい
獣
じゅう
な

ど、井
いの
上
うえ
の作
さく
品
ひん
は多

た
岐
き
にわたります。

膨
ぼう
大
だい
な資

し
料
りょう
と研
けん
究
きゅう
に基
もと
づいてそれら

を作
つく
り続

つづ
けた実

じっ
績
せき
は、CG全

ぜん
盛
せい
の現

げん

代
だい
にあっても多

おお
くのク

creater
リエイターを惹

ひ

きつけています。

The “special effects gene” he left behind 

Text: SAWAGUCHI Shota

文
ぶん
：澤
さわ
口
ぐち
翔
しょう
太
た

特
とく
撮
さつ
美
び
術
じゅつ
監
かん
督
とく
という生

い
き様

ざま

A way of life as a 
special effects art director

will continue to be passed on by video 

creators who are fascinated by special 

effects.

彼彼
かれかれ
のの遺遺

のこのこ
した「した「特特

とくとく
撮撮
さつさつ
のの遺遺

いい
伝伝
でんでん
子子
しし
」は、」は、特特

とくとく

撮撮
さつさつ
にに魅魅

みみ
せられたせられた映映

えいえい
像像
ぞうぞう
クリエイターのクリエイターの

手手
てて
によって、これからもによって、これからも受受

うう
けけ継継

つつ
がれてがれて

いくことでしょう。いくことでしょう。
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